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担当教員: 江夏 洋一 (A205 教室, 16:20-17:50)

1. 次の問いに答えよ.

(1) 非同次微分方程式 y′ − 2xy = ex
2

を解け. ただし, ′ =
d

dx
である.

(2) 次の初期値問題: {
y′ − 2xy = ex

2

y(0) = 2
(∗∗)

を解け. ただし, ′ =
d

dx
である.

解答 (概要). (1) 次の 3 つのステップに分けて，微分方程式 y′ − 2xy = ex
2

の一般解を求める．�� ��Step 0. y′ − 2xy = ex
2

が（線形）非同次微分方程式であることの確認

�� ��Step 1. 変数分離法を用いた同次方程式 y′ − 2xy = 0 の一般解の導出

裏面 (Step 2) へ進みましょう．
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�� ��Step 2. 定数変化法を用いた元の非同次方程式 y′ − 2xy = ex
2

の一般解の導出

講評. (1) 同次方程式 y′ − 2xy = 0 の一般解 y = Cex
2

を求めた後，定数変化法 (y = Cex
2 −→ y = C(x)ex

2

)

を用いて，元の非同次方程式 y′ − 2xy = ex
2

の一般解 y = (x+C)ex
2

を得ます．なお，Step 1 において，変数

分離形の微分方程式：
dy

dx
= 2xy

:
←− (x だけの関数)× (y だけの関数)

::::::::::::

の一般解を求める際，等式
1

y

dy

dx
= 2x の両辺を積分した後の絶対値に関する次の式変形の正誤にも注意しよう．

[正] ∫
dy

y
=

∫
2x dx

log |y| =x2 + C (C は任意定数)

|y| =ex
2+C

y = ± ex
2+C

y = ± eCex
2

.

±eC を C と置き換えると，y′ − 2xy = 0 の一般解は

y =Cex
2

(C は任意定数).

[誤] ∫
dy

y
=

∫
2x dx

log y =x2 + C (C は任意定数)

y =ex
2+C

y =eCex
2

.

eC を C と置き換えると，y′ − 2xy = 0 の一般解は

y =Cex
2

(C は任意定数).

(2) 初期条件 y(0) = 2，すなわち，x = 0, y = 2 を (1) で得られた一般解 y = (x+ C)ex
2

に代入し，任意定数

C を決定すれば良い．大変良く出来ていました．
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